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事業種別
交通安全

施設整備
事業名 交通安全施設等整備事業 事業主体 兵庫県

路線名 主要地方道 香美
か み

久美浜
く み は ま

線 所在地 豊岡市
とよおかし

小島
おしま

～気比
け い

事業目的 事業内容

当該事業区間は、一級河川円山川で分断された

豊岡市港地区の東西を結ぶ唯一の橋梁である

港大橋を含んだ区間である。事業区間は港中学校

の生徒が徒歩や自転車で通学利用しているが、

自転車歩行者道が未整備で、特に当該地区では

冬期の積雪時には通行できる幅員がさらに狭小

となることから、歩行者や自転車が安全に通行

することが困難であった。

そこで、歩行者、自転車の安全な通行の確保を

目的として自転車歩行者道を整備した。

自転車歩行者道整備（片側）

Ｌ＝700ｍ
（うち単独歩道橋区間（港歩道橋）Ｌ＝342ｍ）
Ｗ＝3.0（3.5）ｍ 
【交通量】

・事業着手前（H13.5実測）
自動車 4,723台/日、歩行者 22人/12h、自転車 191台/12h
・事業完了後（H23.9実測）
自動車 4,887台/日、歩行者 60人/12h、自転車 134台/12h

【負担割合】 国：1／2 県：1／2
計 画 平成 16～21年度 計 画 約 19億円（約５億円）

事業期間
実 績 平成 16～21年度

事業費
(用地補償費) 実 績 約 25億円（約 9.5億円）

完了年月 平成 21年 11月 過去の評価 平成 15年度 新規事業評価
●事業の概要
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【橋梁部】

【一般部】
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●事業を取り巻く社会経済情勢等の変化

(1) 人口、交通量の変化

豊岡市、港地区の人口は減少傾向であるが、事業区間の自動車交通量はやや増加しており、歩行者

通行量も増加している。

［人口の変化］

※港地区：小島地区、瀬戸地区、津居山地区、気比地区、田結地区、畑上地区、三原地区

［事業区間の交通量の変化］

(2) 死傷事故件数の変化

［死傷事故件数］

［うち歩行者、自転車に関連する死傷事故件数］

(3) 通学路の安全対策に関する社会情勢の変化

京都府亀岡市での通学中の事故を受け、平成 24年８月までに通学路の緊急合同点検を実施し、11 月末
までに安全対策を検討することとするなど、全国的に通学路の安全対策が喫緊の課題となっている。

(4) 山陰海岸ジオパークの世界ジオパークネットワーク加盟認定

山陰海岸ジオパークは、平成 20 年に日本ジオパークネットワークに加盟、平成 22 年 10 月 3 日には、

世界ジオパークネットワークへの加盟が認定された。本事業区間は、円山川ジオエリア内に位置しており、

周辺には日和山（ひよりやま）、楽々浦（ささうら）、玄武洞などのジオサイトがある。

日和山の磯浜

玄武洞 楽々浦
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事業箇所

事業箇所

玄武洞

楽々浦

日和山の磯浜

兵庫県

鳥取県

京都府

H13年 H23年 増減率 出典

豊岡市の人口（人） 92,503 84,876 -8.2% 兵庫県統計書

豊岡市港地区の人口（人） 3,710 3,124 -15.8% 豊岡市調べ

H13年 H23年 増減率 出典

自動車交通量（台/日） 4,723 4,887 3.5% 実測データ

歩行者通行量（人/12h） 22 60 172.7% 実測データ

自転車通行量（台/12h） 191 134 -29.8% 実測データ

H13年 H22年 増減率 出典

兵庫県（件） 42,719 36,594 -14.3%

豊岡市（件） 560 425 -24.1%

交通年鑑
兵庫県警察本部

H13年 H22年 増減率 出典

兵庫県（件） 12,050 11,219 -6.9%

豊岡市（件） 147 104 -29.3%

交通年鑑
兵庫県警察本部



●事業の効果の発現状況

想定した整備効果等 整備後の状況

【直接効果】

① 歩行者、自転車の通行位置の変化1.歩行者・自転車の

安全性の向上

② 歩行者・自転車の死傷事故件数の低減

自転車歩行者道の整備後、歩行者、自転車の９割以上が自転車歩行者道を通行し

ており、歩行者・自転車と自動車の接触する機会が減少し、歩行者、自転車利用

者が安全に通行できるようになった。

事業区間において、歩行者・自転車の死傷事故が整備前の５年間で２件発生して

いたが、事業完了後は自転車、歩行者に関する事故は発生していない。

整備後の歩行者、自転車の通行位置

歩道橋整備後、
歩行者、自転車の
９割以上が歩道橋
を通行

車道通行 歩道橋通行 合計 歩道橋通行率

歩行者（人/12h） 2 58 60 97%

自転車（台/12h） 10 124 134 93%

整備前

整備後

歩行者、自転車の通行状況

狭い路肩を歩行者や自転車が通行し、歩行者、自転車が安全に通行できない

状態であった

自転車歩行者道の整備により、歩行者や自転車が安全に通行できるように

なった

道保－４



安全になった

95％

変わらない

5％

N=286

③ 歩行者、自転車利用者が橋の通行が安全になったと認識

実施日 ：平成 23 年 10 月 6 日（木）

対 象 ：港地区の住民（歩行者、自転車利用者）

回収率 ：約 37％（317 枚／853 枚）

問 歩道橋の完成により橋の通行が安全に

なりましたか？

① 車道部の歩行者、自転車の通行の減少2.自動車の安全性

の向上

② 自動車利用者が橋の通行が安全になったと認識

問 歩道橋の完成により橋の通行が安全に

なりましたか？（自動車利用者を対象）

住民アンケート

住民アンケート

安全になった

95％

変わらない

5％

N=273

住民アンケートで、歩行者、自転車利用者の約 95％が安全になったと回答。

狭い路肩を歩行者、自転車が通行し、積雪時には路肩の積雪により車両の通行幅が

１車線程度となるため、自動車と自転車・歩行者との輻輳により、自動車が安全に

通行できなかったが、車道と歩道が分離され、自動車の円滑な通行が確保された。

整備前

整備後

狭い路肩を自転車や歩行者が通行し、自動車が安全に通行できない状態であった

自転車、歩行者が自転車歩行者道を通行するようになり、自動車が安全に通行で

きるようになった

道保－５

住民アンケートで、自動車利用者の約 95％が安全になったと回答。



3.歩行者数の増加 ○港大橋を通行する歩行者数の増加

【間接効果】

1.地域活動に寄与 円山川の左岸に位置する港西（こうさい）小学校の

児童の円山川右岸の気比ノ浜への遠足や、港地区の

全幼稚園・小学校・中学校の児童・生徒による気比ノ浜 
の清掃活動など、港地区における徒歩での校外学習や

地域活動が安全に行えるようになった。

2.観光客の安全の

確保

事業区間周辺には、但馬五社明神の一つである絹巻

神社や海水浴やキャンプができる気比ノ浜、津居山

漁港、県立円山川公苑、山陰海岸ジオパークのジオ

サイトなどの観光施設が多く点在しており、本事業は、 
周辺を周遊する観光客の安全性の向上に寄与している。

●事業実施による周辺環境への影響

事業区間は山陰海岸国立公園内に位置し、環境省山陰地区国立公園・野生

生物事務所より、新設歩道橋は、周辺景観に配慮して既設の港大橋の色との

バランスを考慮するよう助言を受け、新設歩道橋の色は既設の港大橋と同じ

青色とした。

歩道整備後、通学
以外の歩行者数
が増加

円山川で分断されていた港地区の東西を安全に移動できるようになり、ウォーキ

ングやジョギング、右岸側に位置する絹巻神社への参拝等に利用する歩行者が増

加している。

（人/12h）
H13.5.30
（整備前）

H23.9.28
（整備後）

歩行者 22 58

うち通学 13 12

うち通学以外 9 46

港大橋（港歩道橋）の歩行者数

気比ノ浜清掃活動状況

絹巻神社
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161 38 20 11 2

172 40 15 61

115 52 41 19 4

123 39 33 7 2

66 38 68 15 20

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

雪の日に安全に
通行出来るようになった

雨の日に
通行できるようになった

強風の時に安全に
通行できるようになった

子どもと一緒に
橋を渡れるようになった

使いやすくなったので
橋を渡る回数が増えた

かなりそう言える

少しそう言える

どちらとも言えない

あまりそう言えない

全くそう言えない

住民アンケート

港歩道橋（写真手前）
（写真奥は既設の港大橋）



●特徴的な取組み

○地域住民の参画と協働による事業計画の策定（H14 年度）

港大橋における歩道設置は、地元からの強い要望があるものの、橋梁取付け部は人家が密集しており、ま

た、港大橋の東側に位置する絹巻神社の敷地内を車道が通過しており歩道設置による神社への影響を最小限

に抑える必要がある等、歩道橋の架橋位置を選定するには解決すべき課題が多く、円滑な事業の推進のため

には、地域の方々の意向を取り入れて歩道橋の事業計画を策定する必要があった。

そこで、地域の方々や地区の区長等で組織する「協議会」で地域住民、事業計画を検討することとした。

(1)事業についての周辺地域住民・港中学校の生徒への意識調査

・協議会設立に先立ち、港地区（小島、瀬戸、津居山、気比、田結、畑上区、三原）の 952世帯に港大橋
の問題点についてアンケート調査を実施し（830 世帯から回答 回収率 87％）、回答者の約８割から、
歩道が未整備であることが問題との回答があった。

・港中学校の生徒に港大橋のアンケート調査を行い、積雪時や強風時の通行が危険等の意見があった。

(2)協議会による港歩道橋の事業計画の検討

地域の共通課題である港歩道橋の歩道整備について、地域住民自らが考え、意見を出し合い、その結果

を計画に反映させることを目的として、公募で選定した地域住民や地区の区長等で構成する「協議会」を

設置し、地権者の意見も踏まえ、港歩道橋の架橋位置や右岸側の絹巻神社への影響について検討した。 
《協議会メンバー》

公募住民（24名）、各区長・漁協組合長・各種団体代表（15名）、絹巻神社代表者（1名） 
兵庫県・豊岡市（オブザーバー）、コンサル（コーディネーター）

(3)周辺地区住民への周知

協議会での検討状況を周辺地区の全戸へ配布し、協議会活動や事業計画について周知に努めた。

【事業計画検討経緯】

①港地区全世帯アンケートの実施（H14.9）

②第１回協議会（H14.10）

協議会設立、全世帯アンケートの結果報告

③第２回協議会（H14.12）

港歩道橋の架橋位置（上流側、下流側）や問題点についてグループ討議

④第３回協議会（H15.1）

右岸側の絹巻神社への影響を踏まえ、右岸側の取付部について意見交換

⑤第４回協議会（H15.3.13）

地権者の意見ヒアリングの報告、協議会案の確認（全員一致で承認）

●協議会での検討状況・検討結果について、港地区全世帯に広報（H14.11、H15.1、H15.3）

●事業計画案策定段階で地権者へ計画案についてヒアリングを実施（H15.1～2）

架橋位置検討案
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下流ルート①

下流ルート②上流ルート③上流ルート④

津
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港
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通
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絹巻神社

協議会検討ルート

協議会での検討状況



(4)港歩道橋整備後の協議会参加者へのアンケート調査

・港歩道橋整備後、協議会参加者を対象にアンケート調査を実施。（H23.10 回収 18／配布 30）
・協議会活動について肯定的な意見が多い。（約７割） 

・自分たちの意見を言うことが出来て良かった：かなりそう言える 67%、少しそう言える 11％

・自分たちの意見が反映されて良かった ：かなりそう言える 50％、少しそう言える 28％

・公共事業への理解が深まった ：かなりそう言える 33％、少しそう言える 39％

・今後も住民参加型の事業を行って欲しい ：かなりそう言える 47％、少しそう言える 22％

・ルート選定の満足度 ：満足している 64％

主なアンケート結果

港地区全世帯に配布した協議会案の最終報告

道保－８

神戸新聞 平成 20 年 12 月 27 日 毎日新聞 平成 20年 12月 27日



●改善措置の必要性

特になし

●同種事業の計画・調査・事業実施のあり方、事業評価手法の改善等

○ 今回の事業では、歩道橋の架設位置について地元合意取得の難航が予想されたが、計画段階から

地域住民と事業計画に関する協議会を設置し、地域住民の協力を得ながら計画を策定したことで、事業

着手後、円滑に事業を推進し、期間の短縮を図ることができた。（H22.3→H20.12暫定供用）
○ 早期の効果発現が特に必要な交通安全事業においては、円滑に事業を推進できるよう、出来る限り

着手前に事業の必要性について地元に丁寧な説明を行い、地元総意で事業を実施できるようにすること

が必要であると考える。

（参考資料）

●事業概要等の変遷

【平成 16年度（新規事業評価）】

総事業費（うち用地補償費） Ｃ＝約 19億円（約５億円）
事業期間 H16年度～H21年度末

【平成 21年度（事業完了）】

総事業費（うち用地補償費） Ｃ＝約 25億円（約 9.5億円）
事業期間 H16年度～H21年 11月

（事業費増加の主な理由）

・ 左岸側のスロープについて、冬期の積雪、路面凍結時の安全な通行を考慮し、スロープの勾配を変更

（8％→5％）したことにより事業用地の追加取得が必要となり、工事費が増加した。
・ 事業着手後、補償物件の補償額を算定するため、物件調査を行ったところ、補償額が増加した。

道保－９


